
　「第三期下京区基本計画」の６つの戦略ごとに、いきいきと活動
する人々をメッセージとともにご紹介していくコーナーです。

修徳まちづくり委員会・
修徳消防分団
加登　遼さん 　修徳学区で消防分団とまちづくり委

員会に携わっています。今回は、修徳
まちづくり委員会が発行した「修徳景観
づくり事例集」をご紹介します。修徳ま
ちづくり委員会は、2012年に京都市地
域景観づくり協議会の第１号として認
定を受けて、2022年度で10周年を迎え
ました。そこで、修徳学区のまちづく
りで大切にしてきたことや、皆さまの
ご協力を得て実現した事例などを修徳
まちづくりで丁寧に議論して、「修徳景
観づくり事例集」にまとめました。私も、
地図作成や写真撮影などでお手伝いし
ました。ぜひ、Webで「修徳景観づくり
事例集」と検索して、ご高覧ください。

重点戦略１②　持続可能な地域コミュニティづくり

下京みんなごとまちづくり
　下京区では「第３期下京区基本計画」（令和３年度～７年）の中間年に当たる今年
度、区民の皆さんとの協働による計画の一層の推進を図るため、以下に重点を置
いた「持続可能なまちづくり支援事業」を展開してまいります。

〈持続可能なまちづくり支援事業〉
◆交流促進・まちづくりアイデア創出プロジェクト（仮称） 
　まちづくり活動を行う事業者やグループが連携・融合し、アイデア創出、アイ
デア実現化に向けた交流と事業化への取組を支援します。

◆地域の健康・福祉課題を考えるワークショップ 
　各学区の健康や福祉に係る状況を分析し、関係団体や住民とともに課題解決に
向けた学区単位のワークショップを開催します。

　このほか、継続して以下の事業に取り組みます。
◆下京区民“支え合い・絆づくり”支援事業
◆下京区まちづくりサポート事業「SHIMOGYO＋GOOD」
◆下京区安心安全ネット継続応援事業
◆下京みらい数珠つなぎプロジェクト
問　地域力推進室企画担当（☎371-7164）

新規

新規

○地域における「共助の力」の維持・向上、さらなる魅力発信による移住・定住促進
○安心安全、健康長寿、子育てなどにオール下京で取り組む協働のまちづくりの推進
○芸大移転など新たなまちづくりの動きに対応した賑わいづくりなど

区の主な事業を紹介します！

この春　新しい活動、新しいお友だち、見つけてみませんか
地域での健康づくりをお手伝いします！
　地域には、各種のクラブやサロンなど、区民の皆
さまのさまざまな集いや通いの場があります。保健
福祉センターでは、区民の皆さまが、元気で、いき
いきと活躍されることを願って、保健師や管理栄養
士、歯科衛生士等が、こうした場でのミニ講演会な
ど、健康づくりを支えるお手伝いをしています。
　地域の集会で健康をテーマに検討される際は、ぜひご相談ください。

（テーマの例）
　○骨粗しょう症を予防するには
　○いつもより「プラスせんぽ（1,000歩）」歩こう
　○いつまでも自分の歯で食べる楽しみを　　など

健康づくりサポーター
「しもけんズ」メンバー募集中！
　区民の健康づくりをサポートするため、定期的な公
園体操（左記）や学んだ知識の普及など、さまざまな活
動をしているボランティアグループです。
　ボランティアといっても難しい内容はありません。
ご自身が楽しく活動される姿そのものが周りの方を元
気にします。メンバー募集
や公園体操について、ぜひ
お問い合わせください。

問　健康長寿推進担当（☎371-7292）

みんなでこころも体もリフレッシュ！
オープンカフェ♪
　下京総合福祉センター屋上にて育てたハーブ
で作ったハーブティーを飲みながら、ゆっくり
過ごしませんか。どなたでもお気軽にご参加く
ださい。
日時　毎週水曜日  10：00～11：00頃
　　　※雨天中止  ※祝日・年末年始は休み
場所　下京総合福祉センター３階

問　区社会福祉協議会（☎361-1881）
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《梅小路公園体操》
第２・４水曜日  10：30～
※雨天時、祝日、
　２・８月は休み

《有隣公園体操》
第２・４月曜日  10：00～
※雨天時、祝日、
　２・７・８・９月は休み
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本
業
を
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活
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。

令和５年度

　 第328号　　令和5年4月15日　（2）市　民　し　ん　ぶ　ん　下京区版


